背景

現在サラワクの植生は森林伐採の進行、ヤシやアカシアのプランテーションの拡大、焼き畑など伝統的生態利用の変化など急激な土地利用・植生の変化が起きている一方、社会構造や人々の意識、考え方、価値観も変化している。プロジェクトでは、これらの変化の相互関係を明らかにし、生態系（ネットワーク）を決める重要な要因を考える。

サラワクで明らかにしていきたいこと

○サラワク全体の土地利用の変遷（10-30年）

マクロ

· 州の土地区分（農地、林地、NCRなど）を把握する必要がある

· プランテーションの拡大（森下）、森林伐採等（鮫島？）は政府資料から

· 部分的に衛星データの使用を考える（石井、松岡）

ローカル

· 焼き畑の仕方の変化（焼き畑への依存度の低下、集約化）（市川昌）

○土地利用変化に関わる要因（政治、社会、制度）

（社会）

知りたいこと

· インフラ（道路など）と土地利用の関係

· 森林伐採とプランテーションの関係（森林伐採がプランテーションの開発を容易にした？）

· NGOの役割

関連する研究テーマ

· 森下、祖田、市川（多点調査）：プランテーション開発と地元住民の生活・土地利用変化。プランテーション開発に関連した地元住民の訴訟。地元NGOの役割

（政治）（経済）

知りたいこと

· 政策の転換はなぜどのようにもたらされたのか

· サラワクの伐採、プランテーションのグローバル（アジア）経済の中の位置づけ

関連する研究テーマ

· 祖田、森下：伐採会社からプランテーション会社への変貌とその背景にある森林・農業政策

· 藤田渡（甲南）：サラワク木材の認証制度の導入

· 市川哲：トランスナショナルな華人ネットワークと華人企業
○土地利用変化の結果

知りたいこと

· エスニック・グループ間の関係（プランテーションの労働者と先住民、中国人と伐採労働者、NGOの位置など）（コンフリクトをどのように解消するのか）

· プランテーション開発が地元住民に及ぼす影響（人口移動、経済、土地利用）

· 森林が残っていれば文化・伝統が維持されるのか？

関連する研究テーマ

· Choy（慶應大）：伐採、プランテーション化による森林の減少と文化、伝統の喪失

· 市川哲：華人とエスニック・グループとの関係の変化

· 市川昌：土地利用とイバンの親族ネットワーク

· 藤田渡：森林認証と地域住民

○土地利用と生態系サービス

知りたいこと
· 土地利用の変化によって生物多様性、生態系の構造、生態系サービスはどのように変化するか

関連する研究テーマ

· 生態グループ：生物多様性（種数）、食物網構造

· 加藤・金沢：生物資源の利用
○プランテーションや伐採と多様性保全・森林資源管理

知りたいこと
· どのような制度・条件のもとで多様性、生態系の保全・森林資源管理がうまくいくのか

関連する研究テーマ

· 大沼（慶應）：コミュニティー・ベイスト・マネジメント（アマツバメ・バイオプロスペクティング）、プランテーションと多様性保全のカップリングは可能か？

· 藤田渡、内藤：サラワク木材認証制度

